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【状況】

　通常、非常用復水器内の水

温（胴側温度）は 40～60℃で

あるが、復水出口弁のシート

リークにより非常用復水器内

に蒸気の流れが生じており、

その蒸気による熱で復水器内

の水温が約 90～100℃に上昇

した。

【設備概要】

　非常用復水器は外部電源喪失事故時など、原子炉が隔離された時に原子炉の冷却のため原子炉圧力容器内

の蒸気を凝縮し、その凝縮水を原子炉圧力容器へ戻す機能を有しており、Ａ・Ｂの２系統設置されている。
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【推定原因および調整作業】

　弁体のシート面当たり不良による

シートリークが推定されたため、弁体

位置調整（押込み量増加）を行いシー

ト面当たりを改善した。
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